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令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

資料④-２

事業費
内訳

・報酬　　　47（会計年度任用職員）
・共済　　　 1（社会保険等）
・旅費　　　 2（通勤）
・需用　   429（消耗、印本）
・役務　　 140（保険料）
・委託　39,974（接種等）
・使賃　　　 4（駐車場）
・負補　   672（府外接種償還金）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

・府内市町村：同様の取組あり

担当課・
担当

保健推進課　保健推進担当 TEL 42-0111

事業概要

　■予防接種法に基づく高齢者の定期予防接種
　　本年度から、帯状疱疹ワクチン定期予防接種を実施
　　○対象者：①当該年度に65歳になる者
　　　　　　　②満60歳以上満65歳未満でヒト免疫不全ウイルスによる免
　　　　　　　　疫の機能の障害を有するものとして厚生労働省令で定め
　　　　　　　　る者
　　　　　　　③当該年度に70、75、80、85、90、95、100歳になる者（令
　　　　　　　　和7年度から令和11年度までの経過措置）
　　　　　　　④100歳以上の者（令和7年度のみ）
　　○接種方法：医療機関での個別接種
　　○ワクチンの種類：組換えワクチン又は生ワクチン
　　○接種回数：組換えワクチン：通常、2か月以上の間隔を置いて2回
　　　　　　　　生ワクチン：1回
　　○自己負担額：組換えワクチン：10千円/回
　　　　　　　　　生ワクチン：4千円/回
　　　　　　　　　住民税非課税世帯及び生活保護世帯は無料

41,191
総合計画
（章）

31,194

背　景
・

経　緯

・国が令和７年４月１日から帯状疱疹を予防接種法のB類
疾病に位置付け、定期接種に移行

期待され
る効果

・高齢者の帯状疱疹の発症の予防

環境をととのえ健康のあふれる
まち

（節） 保健の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

府補助 風しん予防接種助成事業補助金 78

目　的
・

目　標
　予防接種法に基づく帯状疱疹ワクチンの定期予防接種を実施

前年度当初予算額

拡充事業名 　予防接種事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

41,269
78

（単位：千円）

事業概要

　■旧綾部幼稚園施設を活用して整備した、児童発達支援や放課後等デイ
　サービス等の機能を一元的に備えたこども発達支援施設の運営
　　○施設概要
　　　・こども発達支援拠点施設
　　　　　鉄筋コンクリート造平屋建（改築） Ａ＝約517㎡
　　　　　木造平屋建（増築） Ａ＝約360㎡
　　　・駐車場等　Ａ＝約2,500㎡
　　○供用開始：令和7年5月12日（予定）
　■オープニングイベントの開催

26,239 18,673
総合計画
（章）

2,500

目　的
・

目　標

　発達に支援が必要な子どもとその家族又は子どもが通う学校や保育所等
に対し、切れ目の無い一貫した支援を提供できる体制の強化・充実を図
り、すべての子どもの健やかな成長・発達を総合的に支援

前年度当初予算額 繰入金 社会福祉事業基金繰入金等

環境をととのえ健康のあふれる
まち

（節） 子育て環境の充実 　特　定　財　源　の　内　訳

負担金

事業費
内訳

・報酬　22,025（会計年度任用職員）
・職手　 7,301（期末・勤勉手当）
・共済　　　92（社会保険等）
・報償　   351（謝礼）
・旅費　   570（普通、費用弁償）
・需用 　3,785（消耗、燃料、食糧、印本、光熱、修繕、賄材、医材）
・役務 　1,643（除草等）
・委託　 2,551（清掃等）
・使賃　   337（事務機器借上料等）
・備品　 8,672（公用車等）
・負補　　　60（負担金）
・公課　　　25（重量税）

市民参加の
状況

・令和5年度利用状況
　児童発達支援利用児童数：33人

他市の取組
状況

・福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市：同様の施設あり

担当課・
担当

こども支援課　発達支援担当 TEL 42-0020

資料④-１

6,172

新規

諸収入 事業所収入 18,732

市債 市債 2,500

背　景
・

経　緯

・子どもの健やかな発達を支援するために、発達に支援が
必要な子どもやその家族、学校や保育所等からの相談に応
じ、助言その他の必要な援助を行う支援拠点が必要
・明治27年に試験的に開設され、明治33年に認可を受けた
綾部幼稚園が令和5年3月に閉園

期待される
効果

・すべての子どもの健やかな成長
・障害のある人もない人も共に暮らす共生社会の実現に向
けた障害児等の地域社会参加・インクルージョンの推進

事業名 　こども発達支援施設運営事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

47,412

利用者負担金 1,335
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令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

事業概要

　■黒谷町に多人数の体験機能を備えた黒谷和紙拠点施設を整備
　　○事業期間：令和7年度～令和9年度
　　○事業内容（令和7年度実施分）
　　　・橋りょう：地質調査、詳細測量、実施設計等
　　　・施設　　：基本設計
　　○供用開始：令和10年度（予定）

11,982
総合計画
（章）

23,900

目　的
・

目　標

　生産、集客機能を強化し、京都府無形文化財「黒谷和紙」を次世代に引
き継ぐのための拠点施設の整備

前年度当初予算額 繰入金 地域振興基金繰入金

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） 商工業の振興と雇用促進 　特　定　財　源　の　内　訳

市債

事業費
内訳

・役務　　 500（手数料）
・委託　35,382（設計等）

市民参加
の状況

・黒谷和紙協同組合との協議

他市の取
組状況

担当課・
担当

商工労政課　商業担当 TEL 42-4263

資料④-３

11,982

新規

背　景
・

経　緯

・黒谷和紙工芸の里は公共施設等総合管理計画で老朽化の
状況や利用実態等を踏まえた施設のあり方等の検討をする
施設としており、老朽箇所の大規模改修や耐震化は未実施
・専門学校の撤退や入館者の減少等による収入減で、黒谷
和紙工芸の里と黒谷和紙会館の2拠点運営が黒谷和紙協同
組合の負担となり、工芸の里は令和3年度以降、順次機能
を縮小
・令和4年度に同組合において施設の在り方を検討。黒谷
町への機能集約を要望

期待され
る効果

・黒谷和紙の生産性の向上
・観光入込客数、観光消費額及び交流人口の増加
・指定管理料による安定的な施設運営

事業名 　黒谷和紙拠点施設整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

35,882

市債 23,900

（単位：千円）

事業名 　地域観光資源活性化支援事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

9,686
1,124 1,125 7,437

総合計画
（章）

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） 観光と交流の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 新しい地方経済・生活環境創生交付 金 1,124

目　的
・

目　標

　山家カヌー乗艇場や地域の観光資源を活用した取組を推進し、観光誘客
につなげることで地域の活性化を目指す

前年度当初予算額 繰入金 地域振興基金繰入金 1,125

新規

・カヌーを通じた地域観光の推進への取り組み
・地域・農村ビジネスをはじめとした産業の活性化や地方
の魅力向上

資料④-４

事業概要

事業費
内訳

・報酬　1,630（会計年度任用職員）
・職手　　488（期末・勤勉手当）
・旅費　　 53（普通）
・需用　　204（消耗、燃料、修繕）
・役務　　118（手数料、保険料）
・使賃　4,944（住居借上料等）
・負補　2,249（山家地区自治会連合会）

市民参加の
状況

　■山家地区のカヌー乗艇場を核とした地域の活性化を図るため、地域お
　こし協力隊を配置
　　○事業内容：山家カヌー乗艇場を活用したカヌー教室の開催や、山家
　　ふれあいの駅など地域の観光資源を活用した地域活性化事業

背　景
・

経　緯

・山家地区自治会連合会の参画により、地域住民の主体性
が期待できる

他市の取組
状況

担当課・
担当

観光交流課　交流企画担当 TEL 42-4273

・山家カヌー乗艇場の活用、カヌー教室等を通じた地域お
こしが必要
・カヌー教室を指導できるインストラクターの配置が必要
・カヌーを観光資源に発展させることによる地域活性化
・京都府や森の京都ＤＭＯなどとの連携や情報発信をはじ
めとした取り組みの推進

期待される
効果
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令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

新規

事業概要

事業名 　西部地域消防防災拠点施設管理運営費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

2,886
2,886

総合計画
（章）

平和をねがい祈りのあるまち （節） 防災対策の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

目　的
・

目　標

　西部地域に消防防災拠点施設を整備することにより、地震、風水害等の
各種災害に対応する体制を整え市民の安全・安心な生活を確保

前年度当初予算額

資料④-６

事業費
内訳

・報償　 　88（竣工式記念品）
・需用　1,675（消耗、燃料、印本、光熱、医材）
・役務　　146（通信運搬費等）
・委託　　157（浄化槽維持管理）
・使賃　 　28（受信料）
・備品　　792（職員用端末）

市民参加
の状況

他市の取
組状況

担当課・
担当

消防本部　管理課　庶務担当 TEL 42-0119

　■物部地区に整備する西部地域消防防災拠点施設の管理運営
　　○施設概要
　　　・複合施設　　　　 　　 　　　　Ａ＝約335㎡
　　　　うち西部地域消防防災拠点施設　Ａ＝約186㎡
　　○供用開始：令和7年7月（予定）
　■竣工式の開催

背　景
・

経　緯

・西部地域において、過疎・高齢化の進行や消防団員の減
少による防災体制の低下が懸念
・近年の複雑多様化する災害に迅速に対応するため、地域
防災コミュニティの核となる消防防災拠点施設が必要

期待され
る効果

・西部地域における迅速な災害対応及び防災力の向上

（単位：千円）

他市の取
組状況

担当課・
担当

定住・地域政策課
水源の里・地域振興担当

TEL 42-4271

事業概要

事業費
内訳

・報償　   23（竣工式記念品）
・需用    445（消耗、印本、光熱）
・役務　  184（通信運搬費等）
・委託　   42（浄化槽維持管理等）
・使賃　  144（事務機器借上料）
・備品　3,652（公用車、施設用備品）

市民参加
の状況

　■物部地区に整備する西部地域振興支援センターの管理運営
　　○施設概要
　　　・複合施設　　　　 　　　　 　　Ａ＝約335㎡
　　　　うち西部地域振興支援センター　Ａ＝約 49㎡
　　○供用開始：令和7年7月（予定）
　■竣工式の開催
　■集落支援員及びコミュニティナースの配置
　　集落支援員による地域活動に対する人的支援
　　コミュニティナースによる地域住民の健康づくりを支援
　■行政サービスの利便性の向上
　　住民票等の発行
　　公金収納、各種行政文書の取り次ぎ

背　景
・

経　緯

期待され
る効果

・地域コミュニティの振興
・西部地域住民の安全・安心の確保及び利便性の向上
・新たな特産品の開発とブランド化

・地域住民の安全・安心の確保及び地域振興を図ることを
目的に、東部地区においては平成17年度に「上林地域振興
支援センター」を開設
・西部地域においても地域住民の安全・安心の確保及び利
便性の向上のため、拠点施設の整備が必要

1,890
総合計画
（章）

自治を高め心のつながりのある
まち

（節）
市民活動の促進と地域の活性
化

　特　定　財　源　の　内　訳

市債 市債 2,600

目　的
・

目　標

前年度当初予算額
　西部地域振興支援センターを拠点として行政サービスの推進や利便性の
向上、集落活動等を支援

新規事業名 　西部地域振興支援センター管理運営費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

4,490
2,600

資料④-５
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令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

事業費
内訳

・委託　1,050（教育研究）
市民参加の

状況

他市の取組
状況

・長岡京市：同様の取組あり

担当課・
担当

学校教育課　学務指導担当 TEL 42-4323

事業概要

　■非認知能力の研究者をアドバイザーとして招へいし、認知能力・非認
　知能力を一体的に育むための授業に係る研究を実施
　　○研究校（4校）での研修及び助言等
　　　※令和7年度研究校
　　　　　綾部小学校、中筋小学校、吉美小学校、綾部中学校
　　○全教職員を対象とした講演会の実施

背　景
・

経　緯

・学力向上を目指し、認知能力と非認知能力を一体的に育
成する授業づくりを推進するため、授業改善に向けた研究
が必要

期待される
効果

・認知能力と非認知能力を一体的に育むことによる学力の
向上

525
総合計画
（章）

教育をたいせつにし文化のかお
るまち

（節）
幼稚園、小・中学校教育の充
実

　特　定　財　源　の　内　訳

府補助 子どもの教育のための総合交付金 525

目　的
・

目　標

　意欲、忍耐力、コミュニケーション力などの非認知能力を育み、認知能
力と一体的に育成することによる学力の向上

前年度当初予算額 繰入金 教育振興基金繰入金 525

資料④-８

新規事業名 　学びに向かう力育成研究事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

1,050
525

（単位：千円）

資料④-７

42-4285

継続

事業概要

事業費
内訳

・報償　    20（謝礼）
・需用　  　90（消耗）
・委託　 　733（イベント運営）
・工請　23,146（施設整備）

市民参加
の状況

・旧市民センター跡地の活用アイデアを市民に公募
・市民の代表で構成する検討委員会において、整備内容を
協議
・名称を市内在住、在勤、在学者から公募し「あやパー
ク」に決定

他市の取
組状況

担当課・
担当

都市計画課　都市計画担当 TEL

10,600

　■旧市民センター（並松町）の跡地に新たな都市公園を整備
　　○事業期間：令和4年度～令和7年度
　　○事業内容（令和7年度実施分）
　　　・道路整備工　一式
　　○供用開始：令和7年5月17日（予定）

背　景
・

経　緯

・老朽化が進む都市機能の移転、改修及び統合などを行う
とともに、それによって発生する跡地等を活用し、不足し
ている機能の整備を計画的に行い、市民のニーズに応える
ことが必要
・旧市民センターの跡地活用について市民の代表で構成す
る委員会で検討し、活用方針を決定

期待され
る効果

・花火の観覧や各種イベント開催ができる利便性の高い施
設形成
・誰もが気軽に訪れることができ、幅広い世代が多目的に
活用できる施設の整備による住環境の向上

前年度当初予算額 繰入金 まち・ひと・しごと創生基金繰入金 1,000

118,503
繰入金 地域振興基金繰入金 889

市債 市債

総合計画
（章）

計画を定め輝かしいあしたをひ
らくまち

（節） 道路・公園の整備 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 都市構造再編集中支援事業費補助 11,500

目　的
・

目　標

　旧市民センターが56年にわたり文化・スポーツの場として多くの市民に
親しまれてきた場所であったことを踏まえ、今後も市民活動や憩いの場と
なり、未来へ夢や希望をつなぐ場所とするため、多目的に利用でき、様々
な世代が集い、人と人とのふれあいや新たなにぎわいを生み出す公園を整
備

事業名 　新都市公園整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

23,989
11,500 10,600 1,889



43 

  

令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

資料④-９

事業費
内訳

・需用　 20（消耗）
・委託　880（動画制作）

市民参加の
状況

他市の取組
状況

・宇治市、亀岡市、京田辺市：同様の取組あり

担当課・
担当

学校教育課　学務指導担当 TEL 42-4323

事業概要

　■令和8年度からの小規模特認校制度の導入に向け、小規模特認校の教育
　活動の動画を制作することにより、児童や保護者等に対して小規模校の
　魅力や制度内容を周知

900
総合計画
（章）

背　景
・

経　緯

・市内小学校において児童数の減少が進み、複式学級を編
制する学校が増加
・小規模校ならではの特色ある教育等を希望する児童に対
応するため、通学区域に関係なく就学を認める「小規模特
認校制度」の導入が必要

期待される
効果

・小規模校の特色を生かした教育の充実
・小規模校の活性化

教育をたいせつにし文化のかお
るまち

（節）
幼稚園、小・中学校教育の充
実

　特　定　財　源　の　内　訳

繰入金 教育振興基金繰入金 900

目　的
・

目　標

　小規模特認校制度を導入することにより、少人数による学習で特色ある
教育活動を推進し、小規模校を活性化

前年度当初予算額

新規事業名 　小規模特認校導入事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

900

（単位：千円）

拡充

事業概要

事業名 　総合運動公園改修事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

151,162
151,100 62

総合計画
（章）

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） スポーツの振興 　特　定　財　源　の　内　訳

市債 市債 151,100

目　的
・

目　標
　総合運動公園の改修等を実施し、施設を適正に維持管理

前年度当初予算額

・公共施設の適正管理

204,735

資料④-10

42-4356

事業費
内訳

・役務　　　132（手数料）
・工請　151,030（施設改修）

市民参加の
状況

他市の取組
状況

担当課・
担当

文化・スポーツ振興課
文化・スポーツ振興担当

TEL

　■総合運動公園グラウンドの施設改修
　　○合併処理浄化槽整備　一式
　　○トイレ改修等　一式

背　景
・

経　緯

・昭和63年の京都国体をきっかけに、昭和59年9月以降、
周辺を一体的に整備してきたが、経年劣化により施設が老
朽化

期待される
効果
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（単位：千円）

資料④-11

事業費
内訳

・報償　508（謝礼、記念品）
・需用　473（消耗、印本）
・委託　198（司会、記録映像撮影・編集等）
・使賃　331（会場使用料）

市民参加の
状況

・式典への参加

他市の取組
状況

担当課・
担当

秘書広報課　秘書担当 TEL 42-4204

事業概要

　■市制施行75周年を記念し、式典を開催
　　○開 催 日：令和7年8月1日
　　○開催場所：京都府中丹文化会館
　　○式典内容：各分野での市政功労者・功績団体の特別表彰及び市民栄
　　　　　　　　誉賞贈呈

1,510
総合計画
（章）

背　景
・

経　緯

・5年ごとに周年記念特別表彰を実施し、市政に功績の
あった団体・個人を表彰

期待される
効果

・市制の節目に、75周年の歩みを市民とともに確認し、新
たな発展を決意する機会を実現

自治を高め心のつながりのある
まち

（節）
市民活動の促進と地域の活性
化

　特　定　財　源　の　内　訳

繰入金 地域振興基金繰入金 1,510

目　的
・

目　標
　市制施行75周年を迎え、綾部市の更なる発展に向けて記念式典を実施

前年度当初予算額

新規事業名 　市制施行７５周年記念事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

1,510

令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

【市制施行７５周年関係】 

 

（単位：千円）

事業費
内訳

・報償　30（謝礼）
・需用  10（消耗）

市民参加の
状況

・学校関係者、保護者等の参加・協力

他市の取組
状況

・府内市町村：同様の取組あり

担当課・
担当

議会事務局 TEL 42-1259

事業概要

　■「次代を担う高校生議会」（仮称）の開催
　　○市内の高校生が、本市や地域の将来のまちづくりに対する意見や夢
　　を発表
　　　・開催場所：市議会議場
　　　・対　　象：京都府立綾部高等学校の生徒

背　景
・

経　緯

・市議会設立65周年時、小学生を対象とした「綾部っ子
未来を語る議会」を開催
・市議会設立70周年時、京都府立綾部高等学校生を対象と
した「次代を担う高校生議会」を開催

期待される
効果

・市民の議会及びまちづくりへの関心・意識の向上

40
総合計画
（章）

自治を高め心のつながりのある
まち

（節）
市民活動の促進と地域の活性
化

　特　定　財　源　の　内　訳

目　的
・

目　標

　選挙権年齢の引き下げにより政治や選挙が身近なものとなった高校生
に、議会の雰囲気を体感してもらい、地方自治への関心を高めてもらうと
ともに、ふるさとへの想いや将来像の意見を聴き、将来にわたって住み続
けたいと思えるまちづくりを推進

前年度当初予算額

資料④-12

新規事業名 　市議会設立７５周年記念事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

40
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令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

（単位：千円）

新規事業名 　市制施行７５周年協賛事業補助金
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

4,000

目　的
・

目　標
　市制施行75周年を記念して市民団体等が実施するイベントを支援

前年度当初予算額

自治を高め心のつながりのある
まち

（節）
市民活動の促進と地域の活性
化

　特　定　財　源　の　内　訳

繰入金 地域振興基金繰入金 4,000

背　景
・

経　緯

・令和元年度から令和6年度にかけて、市民団体等がイベ
ント開催時に活用できる補助制度を実施
・市制施行75周年を迎え、地域のにぎわいと活力の創出、
イベントを通じた市民の郷土愛醸成及び情報発信のため、
更なる支援が必要

期待される
効果

・市民団体等が自らイベントを企画・実施することによ
る、地域活力の向上

資料④-13

事業費
内訳

・負補　4,000（20団体）
市民参加の

状況
・市民によるイベントの企画及び参加

他市の取組
状況

担当課・
担当

企画政策課　企画戦略担当 TEL 42-4215

事業概要

　■新たな発想や企画で取り組まれる市民団体等の主催によるイベント等
　に対する補助金
　　○補助対象：市民団体等
　　○補 助 額：200千円/件（上限）
　　○補 助 率：2/3

4,000
総合計画
（章）

【市制施行７５周年関係】 

（単位：千円）

事業費
内訳

・旅費　  111（普通）
・需用　   64（消耗、燃料）
・役務　  112（運送費）
・委託　2,030（ＰＲ運営、動画制作）
・使賃　   83（駐車場使用料等）

市民参加の
状況

他市の取組
状況

・府内市町村：同様の取組あり

担当課・
担当

農政課　農業振興担当 TEL 42-4267

事業概要

　■大阪・関西万博に出展し、綾部の茶のＰＲを実施
　　○出展期間：令和7年10月1日（水）～2日（木）
　　○開催場所：大阪府大阪市此花区夢洲
　　○実施内容
　　　・綾部の茶及び抹茶スイーツの物販、茶の淹れ方体験等（予定）

背　景
・

経　緯

・平成30年にパリで開かれた博覧会国際事務局（ＢＩＥ）
の総会において、2025年国際博覧会の日本（大阪市）での
開催が決定
・大阪・関西万博きょうと推進委員会に綾部の茶の魅力発
信について提案し、採択あり

期待される
効果

・綾部の茶の認知度及び地域ブランド力の向上
・観光入込客数、観光消費額及び交流人口の増加

2,116
総合計画
（章）

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） 農林業・内水面漁業の振興 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 新しい地方経済・生活環境創生交付金 284

目　的
・

目　標

　綾部の茶の魅力や文化を国内外に発信することにより、認知度や地域ブ
ランド力を向上

前年度当初予算額 繰入金 地域振興基金繰入金 2,116

資料④-14

新規事業名
　ＥＸＰＯ２０２５　大阪・関西万博　綾部
の茶ＰＲ事業費

予　　算　　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

2,400
284

【大阪・関西万博関係】 
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（単位：千円）

事業概要

事業費
内訳

・委託　2,180（観光誘客事業）
市民参加の

状況

　■インバウンドなど万博来場者への情報発信をはじめとした取組
　　○事業内容
　　　・綾部市観光協会との連携による外国人留学生モニターツアー、交
　　　流事業等における市内送迎バス運行への支援
　　　・黒谷和紙や農家民宿をはじめとした綾部の魅力を味わえる観光コ
　　　ンテンツの商品化、旅行商品の販路の確立

背　景
・

経　緯

他市の取組
状況

・福知山市、舞鶴市、宮津市：同様の取組あり

担当課・
担当

観光交流課　交流企画担当 TEL 42-4273

・大阪・関西万博を機にインバウンドをはじめ国内旅行者
の地方誘客と経済波及効果への期待の高まり
・京都府や海・森の京都ＤＭＯを中心に情報発信をはじめ
とした取組の推進

期待される
効果

・地方への観光誘客の促進
・観光入込客数の増加による地域産業の活性化

2,360

総合計画
（章）

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） 観光と交流の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 新しい地方経済・生活環境創生交付 金 1,000

目　的
・

目　標

　大阪・関西万博の開催を契機に地域観光資源を発信し、インバウンドを
はじめとした観光誘客につなげることにより地域産業の活性化を図る

前年度当初予算額 繰入金 地域振興基金繰入金 1,180

継続

資料④-16

事業名 　着地型観光推進事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

2,180
1,000 1,180

（単位：千円）

676

新規事業名 　伝統産業万博出展事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

1,191
515

目　的
・

目　標
　本市の伝統産業の魅力発信及び観光誘客

前年度当初予算額 繰入金 地域振興基金繰入金

産業をおこし豊かなくらしのあ
るまち

（節） 商工業の振興と雇用促進 　特　定　財　源　の　内　訳

国補助 新しい地方経済・生活環境創生交付金 515

背　景
・

経　緯

・平成30年にパリで開かれた博覧会国際事務局（ＢＩＥ）
の総会において、2025年国際博覧会の日本（大阪市）での
開催が決定
・大阪・関西万博きょうと推進委員会に綾部市からの出展
として本市の伝統産業である黒谷和紙を提案し、採択あり

期待される
効果

・黒谷和紙の振興
・観光入込客数、観光消費額及び交流人口の増加

資料④-15

事業費
内訳

・旅費　140（普通）
・需用　 88（消耗）
・委託　943（展示、通訳）
・使賃　 20（駐車場使用料）

市民参加の
状況

他市の取組
状況

・府内市町村：同様の取組あり

担当課・
担当

商工労政課　商業担当 TEL 42-4263

事業概要

　■大阪・関西万博関西パビリオン京都ブースに出展し、黒谷和紙のＰＲ
　を実施
　　○出展期間：令和7年6月23日（月）～29日（日）
　　○開催場所：大阪府大阪市此花区夢洲
　　○実施内容：黒谷和紙の伝統産業の継承と進化を表現する展示

676
総合計画
（章）

令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

【大阪・関西万博関係】 
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（単位：千円）

資料④-17

事業概要

事業費
内訳

・需用　   424（消耗、燃料）
・役務　   124（保険料等）
・委託　   478（クラウドファンディング）
・備品　26,384（車両）
・公課　    27（重量税）

市民参加の
状況

　■一般社団法人助けあいジャパンが実施する「災害派遣トイレネット
　ワークプロジェクト　みんな元気になるトイレ」を利用し、トイレト
　ラックを整備
　　○規格　　　洋式トイレ5室（うち1室はリフト付き）
　　○運転条件　準中型免許

背　景
・

経　緯

他市の取組
状況

・府内市町村：同様の取組あり

担当課・
担当

防災・危機管理課
防災・危機管理担当

TEL 42-4222

・令和6年1月の能登半島地震において、トイレが利用でき
ない環境により、避難者や支援者の体調不良、関連死のリ
スクが顕在化
・大規模災害により、上水道が使用できない環境に備え、
避難者や支援者が利用できるトイレの整備が必要

期待される
効果

新規

・避難者や支援者に清潔で安全なトイレを提供することに
より、体調不良や関連死の二次的リスクを軽減
・プロジェクトを通じてトイレトラックを整備することに
より、「災害派遣トイレネットワーク」に加入し、全国の
自治体との協力体制を構築

総合計画
（章）

平和をねがい祈りのあるまち （節） 防災対策の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

市債 市債 18,700

目　的
・

目　標

　大規模災害により上下水道が使用できない状況においてもトイレが利用
できる環境を確保し、避難者の生活環境を整備

前年度当初予算額 寄附 クラウドファンディング 8,000

事業名 　トイレトラック整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

27,437
18,700 8,000 737

画像：助けあいジャパン提供

令和７年３月定例会提出案件 補足資料 

【防災・減災対策】 

（単位：千円）

事業概要

事業費
内訳

・委託　13,156（測量・実施設計）
市民参加の

状況

　■奥上林地区にヘリポートを整備
　　○事業期間：令和7年度　測量及び実施設計
　　　　　　　　令和8年度　整備
　　○事業内容（令和7年度実施分）
　　　・測量及び実施設計　一式

背　景
・

経　緯

他市の取組
状況

・舞鶴市：同様の施設を整備予定

担当課・
担当

防災・危機管理課
防災・危機管理担当

TEL 42-4222

・令和6年1月の能登半島地震において道路の損壊による孤
立集落が発生
・集落の孤立に備え空路による避難手段の確保が必要

期待される
効果

・自衛隊のヘリコプターにより孤立集落からの救助や支援
物資の搬送が可能

総合計画
（章）

平和をねがい祈りのあるまち （節） 防災対策の推進 　特　定　財　源　の　内　訳

府補助 安全確保交付金 13,156

目　的
・

目　標

　地震と原発事故の複合災害に備え、自衛隊のヘリコプターが離着陸でき
るヘリポートを整備

前年度当初予算額

新規

資料④-18

事業名 　原子力災害避難ヘリポート整備事業費
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

13,156
13,156


